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木質バイオマスの利活用 第 1回

1.は じめに

地球温暖化が進行する中、木材 木質バイオマス

の利用推進が注目されている。木材は、樹木が吸収

した二酸化炭素を蓄える「炭素貯蔵効果」、他材料に

比べて製造・加工 に係るエネルギーが少ない「省工

ネ効果」、燃料として使用することによる「化石燃料

代替効果Jと しヽう三つの二酸化炭素排出肖」減効果を

有する。低炭素社会実現のためには、木材利用の拡

大を進めるとともに、木質バイオマスの新たな活用

による新産業の倉」出が益々、重要になっている。

このシリーズでは、本質バイオマスの資源発生量、

エネルギー利用及びマテリアル利用の現状及び最新

の研究開発の状況につしヽて、3回 にわたり概説する。

2.本質バイオマスの発生量と利用の現状

木質バイオマスは、大きく林地残材、製材工場等

残材及び建設発生木材 に区分される。各々の年間

の発生量は、林地残材 2,OOOm3、 製材工場等残材

1,070m8、 建設発生木材 1,480113と 推定 されて

しろ
1)。

後者二つのバイオマスの多くが利用されて

いるのに対 し、林地残材は森林内に広 く薄く散在 し

ているため、収集 運搬コス トがかか り、ほとんど

が利用されてしヽないのが現状である。森林内で発生

する林地残材をいかに低コス トで集め、安定的にプ

ラン トヘ供給できるかが大きな課題である。北欧で

|よ 、チッパー機能の付しヽた大きなバイオマス収穫専

用車両によつて枝葉や丸太を破砕 し、大型 トレーラ

ーでプラン トまで運搬する方法が主流であり、収集

運搬コス ト|よ 4,OOO円 /ト ン程度と報告されてしヽる

D。
一方、急峻な山岳地形の多い日本で |よ 、森林内

にアクセスするために細しヽ作業道の作設が必要であ

る。日本の地形や作業特性に適 した収集 運搬機械

の開発や作業システムの構築が不可欠である。

住宅と木材 」02

(セ ルロース)になる
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リグニンが除かれパルプ

資源発生量とエネルギー利用

3.本質バイオエタノール

バイオマスの利活用を推進するための方策の一つ

として、輸送用燃料としての利用拡大が世界的に図

られている。木質バイオエタノール製造の概要につ

いては、本シリーズ 32で既に谷田貝先生が紹介さ

れてしヽるので、ここでは森林総合研究所が現在実施

してしヽるアルカ リ蒸解・酵素糖化法による工タノー

ル製造技術と、その技術を活用 した製造実証プラン

トについて述べることとする。

3.1 アルカリ蒸解 。酵素糖化法によるエタノール製造

針葉樹を含む多様な木質バイオマスを低環境負荷

でエタノール変換するための前処理法として、アル

カ リ蒸解前処理法が提案されている
3)。

木質バイオ

マスを高温の水酸化ナ トリウム水溶液で処理すると、

大部分の リグニンが除去され、パルプが得 られる (図

1)。 得 られたパルプを、 トリコデルマ菌のオンサイ

ト培養で生産されるセルラーゼと酵母を同時に作用

させることによつて工タノールを生産する。

アルカ リ蒸解前処理法は、①針葉樹、広葉樹、樹

皮等の多様な木質バイオマスが原料とな り得ること、

図1 アルカリ蒸解・酵素糖化法によるエタノール生産
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